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　〈目的〉住生活や住居観は、ライフステージや社会的時代背景によって変化していく。本研究では、

住居選択への家族状況や社会状況の影響を明らかにするための基礎的研究として、同世代の家族の

過去約20年間の住居選択行動を把握する。

　〈方法〉都市と地方における同世代の家族の住居選択行動を把握するために、東京都と群馬県の学

生（大学・短大・専門学校）を対象に自記式アンケート調査を行った。調査時期は1996年１月、7

～8月である。有効サンブルは、東京近郊居住家族65世帯と群馬県居住家族63世帯である。調査

内容は学生の誕生時から現在までの家族の居住歴であるが、本報では住居更新の方法や時期につい

てまとめたものを報告する。

　〈結果〉①住居の更新の仕方として最も多いのは、東京・群馬ともに「1回転居」である（約33% ･

約22%）。東京では複数回の転居も少なくないのに対して、群馬の場合は「住み続け」が約４割を

占める。「建替え」をした家族は東京・群馬ともに約14%おり、いずれも回数は１回である。②住

居更新の時期は、転居と建替えで異なり、転居は子が小学校低学年までに、建替えは小学校高学年

以降に多く行われている。この傾向は東京でより顕著である｡③東京では同じ住居形態での転居（戸

建→戸建、集合住宅→集合住宅）が多く（約６割）、一方群馬では、戸建てへの転居（戸建→戸建、

戸建以外→戸建）が過半数を占める。④転居に伴う居住地の移動については、東京では約28%の

ものが県外への転居を経験しているのに対し、群馬では約13%である。
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はじめに　｜シルバーピア住宅」とは東京都のシルバーI:ア事業の一環として昭和62年
以来建設された高齢者向けの集合住宅でミ高齢者の身体特性を配慮したプランと設備がな
され、福祉サービス供給のため、住み込みの管理人（ワーデン）が同住宅に配置された。
シルバーピア住宅は高齢社会に向けての一つの新たな施策であり、現在の居住者の入居動
機（要因）を把握することは、高齢者の居住に対する要求（住要求）を明らかにすること
となり、今後の住宅建設および計画に資する重要な資料ともなる。
方法　　アンケート調査を用い、回答者（336世帯）に列挙した15項目の中から該当する
入居動機を幾つでもマークし、さらに主要動機のある者は選択肢の中から１つ選択させた。
調査の結果によって、主要動機の有無と内容を中心に入居動機の特性を把握し。入居に至
る要因を解析する。

結果　(1)1次動機の有無について、「有る」は173世帯（51.5%）いるが、「無い」は
159世帯(47.3%）おり、入居（転居）は半数弱の居住者にとって必需的な事ではなかっ
た。(2)前住宅の供給側による「立ち退き」を主要動機とする居住者は15.2%に対して、
現住宅は「高齢者向け住宅」であることを主要動機とする者は18.5％を占め、切迫的な理
由の転居より積極的な入居がやや多かった。(3)前住宅の事情（5項目）や現住宅の事情
　(7項目)を１次動機とする回答について見ると、前者は「立ち退き」１項目のみに対し
て、後者では７項目のうち６項目が主要動機とされ、現住宅のハード面やソフト面に対す
る期待が多く見られた。（4）列挙した15項目以外（その他）の回答では、福祉係りの勧
めで応募、入居した者が９件おり、現在福祉サービスを受けている者が入居の情報を先取
る結果となった。
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